














   ４．１つの対策項目において、複数の取組を行った場合は、取組内容ごとに記載する。 

〈添付資料〉 

  生産・流通体系の構築及び出荷期間の拡大のための取組状況が確認できる資料の写し。 

（例：作業日誌の写し及び取組写真、購入伝票の写し等） 

ただし、既に提出している場合にあっては、省略することができるものとする。 

 

１年目（令和５年度実施分）の実施状況報告であって、実績報告書において提出済みの書類

は添付不要です。 

※４月以降も出荷が続いた場合で、実績報告時に未記入の項目があった書類については、再

提出が必要です。 

 









（注）１．事業参加農家名欄には、事業実施計画に沿って事業に参加した農家全員をほ場ごとに記載する。（地続きの場合は複数のほ場をまと

めて記入することも可）  

また、記載欄が不足する場合、様式に記載欄を追加して記載する、又は、別紙において一覧表を作成し添付することも可能とする。 

２．事業ほ場の所在地欄には、番地まで記載する。 

３．事業ほ場面積欄には、当該取組が行われた面積（小数点第３位を四捨五入し、ha 単位で記載する。）を記載する。 

４．期間中に１つのほ場で対象品目を複数回作付した場合には、ほ場の実面積を記載する。 

５．事業ほ場面積（実面積）欄には、小数点第２位を切り捨て、ha 単位で記載する。 

６．取組の内容欄には、事業実施計画に基づき、取組内容を簡潔に記載する。 

７．取組の年月欄には、当該取組が行われた年月を記載する。 

 

 

 

【留意事項】 

 ２年目以降に、実施状況報告書（成果報告書）を作成する場合は、１年目同様に証拠書類に基づき、契約履行等の実績を記載する。 


